日本大学文理学部人文科学研究所公開講演　中国語中国文化学科改称10周年記念
中国語中国文化学科主催　
日時：2010年10月20日（水）13：00～14：30（3時限目）
場所：日本大学文理学部　3号館3303教室
＊日本語通訳付き
山形国際ドキュメンタリー映画祭2009年「日本映画監督協会賞」を受賞した中国のドキュメンタリー映画監督、叢峰さんが来日。
日大文理で特別講演をしてくださることになりました。詩人でもあり、写真家でもある叢峰さんが見つめた甘粛省の農村の現実とは？　そして、詩、写真、ドキュメンタリー映画の関係とは？　
監督による映像資料の紹介もあります。
質疑応答の時間もとりますので、興味のある方はどなたでも自由にご参加ください。
公開講演に関するお問い合わせは中文学科事務室まで

＊叢峰監督の作品『馬先生の診療所』は、劇場で見ることができます！
10月9日～10月29日＠ポレポレ東中野「ドキュメンタリー・ドリーム・ショー：山形in東京2010」
詳細はウェブで「山形国際ドキュメンタリー映画祭」www.yidff.jp
中国のドキュメンタリー監督　叢峰（ツォン・フォン）さん


「詩、写真、ドキュメンタリー映画」











叢峰（CONG Feng）監督プロフィール：1972年、中国河北省生まれ。1995-2000年、国家衛星気象センターに勤務。週刊新聞の「国際先駆導報紙」で2002-2005年まで文化欄の編集を担当。2002年、詩集『Invisible Train』を。同年、平遥国際写真展・新中国写真部門に写真作品が選ばれる。2006年、長編詩「Masmediacspoeshitry」を出版。2005年よりドキュメンタリー映画の制作を始める。村の診療所待合室に集う人々の人生談義を聞かせる『馬先生の診療所』（2008）で、「日本映画監督協会賞」を受賞。








